
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
公衆ＡＴＭ網に接続されたＡＴＭ（非同期転送モード）アクセスノードが端末からのデー
タを送信するＡＴＭ通信システムにおいて、
上記ＡＴＭアクセスノードが、上記端末のレイヤ３アドレスと上記端末が接続している上
記ＡＴＭアクセスノードとの対応表を備え、上記端末からのデータをＡＡＬ（ＡＴＭ　Ａ
ｄａｐｔａｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ　Ｔｙｐｅ）５のレイヤでカプセル化する際に、上記Ａ
ＡＬ５のＣＰＣＳ－ＰＤＵ（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｐａｒｔ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｓｕｂ
ｌａｙｅｒ－Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ＤａｔａＵｎｉｔ）のデータフォーマットに上記レイヤ
３アドレスを書き込み、上記データを上記公衆ＡＴＭ網のＶＣ（仮想チャネル）に多重し
て送信することを特徴とするチャネル内多重交換方式。
【請求項２】
公衆ＡＴＭ網に接続されたＡＴＭアクセスノードが端末からのデータを送信するＡＴＭ通
信システムにおいて、
上記ＡＴＭアクセスノードが、上記端末のレイヤ３アドレスと上記端末が接続している上
記ＡＴＭアクセスノードとの対応表を備え、上記端末からのデータをＡＴＭセル化する際
に、上記ＡＴＭセルのデータフォーマットに上記レイヤ３アドレスを書き込み、上記デー
タを上記公衆ＡＴＭ網のＶＣに多重して送信することを特徴とするチャネル内多重交換方
式。
【請求項３】
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ＡＴＭセルのデータフォーマットにおけるＡＴＭセル情報フィールドに、レイヤ３アドレ
スを書き込むことを特徴とする請求項２記載のチャネル内多重交換方式。
【請求項４】
公衆ＡＴＭ網に接続されたＡＴＭアクセスノードが端末からのデータを送信するＡＴＭ通
信システムにおいて、
上記ＡＴＭアクセスノードが、上記端末のレイヤ３アドレスと上記端末が接続している上
記ＡＴＭアクセスノードとの対応表を備え、上記端末からのデータをＡＡＬ２のレイヤで
ショートセル化する際に、上記ＡＡＬ２のデータフォーマットに上記レイヤ３アドレスを
書き込み、上記データを上記公衆ＡＴＭ網のＶＣに多重して送信することを特徴とするチ
ャネル内多重交換方式。
【請求項５】
ＡＡＬ２のデータフォーマットにおけるデータ部に、レイヤ３アドレスを書き込むことを
特徴とする請求項４記載のチャネル内多重交換方式。
【請求項６】
公衆ＡＴＭ網に接続されたＡＴＭアクセスノードが端末からのデータを送信するＡＴＭ通
信システムにおいて、
上記ＡＴＭアクセスノードが、データの送付先の端末を指定するレイヤ１サブチャネルの
ＳＣＣＩ（ショートセルチャネル識別子）を保有し、上記端末からのデータをＡＡＬ５の
レイヤでカプセル化する際に、上記ＡＡＬ５のＣＰＣＳ－ＰＤＵのデータフォーマットに
上記ＳＣＣＩを書き込み、上記データを上記公衆ＡＴＭ網のＶＣに多重して送信すること
を特徴とするチャネル内多重交換方式。
【請求項７】
公衆ＡＴＭ網に接続されたＡＴＭアクセスノードが端末からのデータを送信するＡＴＭ通
信システムにおいて、
上記ＡＴＭアクセスノードが、データの送付先の端末を指定するレイヤ１サブチャネルの
ＳＣＣＩをシグナリングにより決定し、上記端末からのデータをＡＡＬ５のレイヤでカプ
セル化する際に、上記ＡＡＬ５のＣＰＣＳ－ＰＤＵのフォーマットに上記ＳＣＣＩを書き
込み、上記データを上記公衆ＡＴＭ網のＶＣに多重して送信することを特徴とするチャネ
ル内多重交換方式。
【請求項８】
公衆ＡＴＭ網に接続されたＡＴＭアクセスノードが端末からのデータを送信するＡＴＭ通
信システムにおいて、
上記ＡＴＭアクセスノードが、データの送付先の端末を指定するレイヤ１サブチャネルの
ＳＣＣＩをシグナリングにより決定し、上記端末からのデータをＡＴＭセル化する際に、
上記ＡＴＭセルのデータフォーマットに上記ＳＣＣＩを書き込み、上記データを上記公衆
ＡＴＭ網のＶＣに多重して送信することを特徴とするチャネル内多重交換方式。
【請求項９】
ＡＴＭセルのデータフォーマットにおけるＡＴＭセル情報フィールドに、ＳＣＣＩを書き
込むことを特徴とする請求項８記載のチャネル内多重交換方式。
【請求項１０】
シグナリング用のＶＣとユーザデータ用のＶＣを使用した公衆ＡＴＭ網に接続されたＡＴ
Ｍアクセスノードが端末からのデータを送信するＡＴＭ通信システムにおいて、
上記ＡＴＭアクセスノードが、データの送付先の端末を指定するレイヤ１サブチャネルの
ＳＣＣＩをシグナリングにより決定し、上記端末からのデータをＡＡＬ２のレイヤでショ
ートセル化する際に、上記ＡＡＬ２のデータフォーマットに上記ＳＣＣＩを書き込み、上
記データを上記公衆ＡＴＭ網のユーザデータ用のＶＣに多重して送信することを特徴とす
るチャネル内多重交換方式。
【請求項１１】
ＡＡＬ２のデータフォーマットにおけるデータ部に、ＳＣＣＩを書き込むことを特徴とす
る請求項１０記載のチャネル内多重交換方式。
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【請求項１２】
シグナリング用のＶＣとユーザデータ用のＶＣを使用した公衆ＡＴＭ網に接続されたＡＴ
Ｍアクセスノードが端末からのデータを送信するＡＴＭ通信システムにおいて、
上記ＡＴＭアクセスノードが、シグナリングデータをＡＡＬ５のレイヤでカプセル化する
際に、上記ＡＡＬ５のデータフォーマットに、データの送付先の端末を指定するレイヤ１
サブチャネルのＳＣＣＩを書き込み、上記シグナリングデータを上記公衆ＡＴＭ網のシグ
ナリング用のＶＣに多重して送信することにより、データ用のコネクションを設定するこ
とを特徴とするチャネル内多重交換方式。
【請求項１３】
ＡＡＬ５のＣＰＣＳ－ＰＤＵのデータフォーマットにおけるユーザデータ部に、ＳＣＣＩ
を書き込むことを特徴とする請求項６，７，１２いずれか記載のチャネル内多重交換方式
。
【請求項１４】
サービスクラスに対応した複数のＶＣを備える公衆ＡＴＭ網に接続されたＡＴＭアクセス
ノードが端末からのデータを送信するＡＴＭ通信システムにおいて、
上記ＡＴＭアクセスノードが、上記端末のレイヤ３アドレスと上記端末が接続している上
記ＡＴＭアクセスノードとの対応表を備え、上記端末からのデータをＡＡＬ５のレイヤで
カプセル化する際に、上記ＡＡＬ５のＣＰＣＳ－ＰＤＵのデータフォーマットに上記レイ
ヤ３アドレスを書き込み、上記各端末に割り当てられたサービスクラスに対応して、上記
データを上記公衆ＡＴＭ網のＶＣに多重して送信することを特徴とするチャネル内多重交
換方式。
【請求項１５】
サービスクラスに対応した複数のＶＣを備える公衆ＡＴＭ網に接続されたＡＴＭアクセス
ノードが端末からのデータを送信するＡＴＭ通信システムにおいて、
上記ＡＴＭアクセスノードが、上記端末のレイヤ３アドレスと上記端末が接続している上
記ＡＴＭアクセスノードとの対応表を備え、上記端末からのデータをＡＡＬ５のレイヤで
カプセル化する際に、上記ＡＡＬ５のＣＰＣＳ－ＰＤＵのデータフォーマットに上記レイ
ヤ３アドレスを書き込み、上記データのＴＯＳ（Ｔｙｐｅ　Ｏｆ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）に割
り当てられたサービスクラスに対応して、上記データを上記公衆ＡＴＭ網のＶＣに多重し
て送信することを特徴とするチャネル内多重交換方式。
【請求項１６】
ＡＡＬ５のレイヤのＣＰＣＳ－ＰＤＵのデータフォーマットにおけるユーザデータ部に、
レイヤ３アドレスを書き込むことを特徴とする請求項１，１４，１５いずれか記載のチャ
ネル内多重交換方式。
【請求項１７】
レイヤ３アドレスが、各ＡＴＭアクセスノードを指定するノードＩＤと、各端末を指定す
る端末ＩＤにより構成されることを特徴とする請求項１，２，４，１４，１５いずれか記
載のチャネル内多重交換方式。
【請求項１８】
公衆ＡＴＭ網に接続されたＡＴＭアクセスノードが端末からのデータを送信するＡＴＭ通
信システムにおいて、
上記ＡＴＭアクセスノードが、
上記データのセルの組立／分解を行うＣＬＡＤ（Ｃｅｌｌ　Ａｓｓｅｍｂｌｙａｎｄ　Ｄ
ｉｓａｓｓｅｍｂｌｙ）と、
ＡＴＭセルヘッダ変換機能やトラヒック制御機能を有するＡＴＭスイッチと、
上記端末のレイヤ３アドレス、又はデータの送付先の端末を指定するレイヤ１サブチャネ
ルのＳＣＣＩを付加してＶＣ多重を行うＶＣ多重分離部と
を備えたことを特徴とするチャネル内多重交換方式。
【請求項１９】
公衆ＦＲ（Ｆｌａｍｅ　Ｒｅｌａｙ）網に接続されたＡＴＭアクセスノードが、端末から
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のデータを上記公衆ＦＲ網のＤＬＣ（Ｄａｔａ　Ｌｉｎｋ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を使用して
送信するＡＴＭ通信システムにおいて、
上記ＡＴＭアクセスノードが、
上記データのセルの組立／分解を行うＣＬＡＤと、
ＡＴＭセルヘッダ変換機能やトラヒック制御機能を有するＡＴＭスイッチと、
上記ＡＴＭのＶＰ（仮想パス）から上記ＦＲのＤＬＣＩ（Ｄａｔａ　ＬｉｎｋＣｈａｎｎ
ｅｌ　Ｉｄｅｔｉｆｉｅｒ）を決定し、上記ＡＴＭのＶＣから上記ＦＲのＳＣＣＩを決定
することにより、上記ＡＴＭと上記ＦＲのアドレス変換を行うＡＴＭ－ＦＲアドレス変換
部と、
上記ＦＲのデータフォーマットに、上記ＡＴＭ－ＦＲアドレス変換部が決定した上記ＤＬ
ＣＩと上記ＳＣＣＩを書き込み、上記データを上記公衆ＦＲのＤＬＣに多重して送信する
ＤＬＣ多重／分離部と
を備えたことを特徴とするチャネル内多重交換方式。
【請求項２０】
ＦＲのデータフォーマットにおけるアドレスフィールドにＤＬＣＩを書き込み、情報フィ
ールドにＳＣＣＩを書き込むことを特徴とする請求項１９記載のチャネル内多重交換方式
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、ＡＴＭ（Ａｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｍｏｄｅ；非同期
転送モード）通信システムにおいて、複数の端末からのデータをＶＣ（Ｖｉｒｔｕａｌ　
Ｃｈａｎｎｅｌ；仮想チャネル）に多重して送信するチャネル内多重交換方式に関するも
のである。
【０００２】
【従来の技術】
図１７は、「日経コミュニケーション」（日経ＢＰ社　１９９９．２．１発行第２８７号
）１０４ページの図３－３に示されている、従来のＡＴＭ通信システムにおけるネットワ
ーク構成を示す図であり、図において、１０ａ～１０ｈは端末、１１ａ～１１ｈは各端末
１０ａ～１０ｈの回線、１２ａ～１２ｄは各回線１１ａ～１１ｈを介して各端末１０ａ～
１０ｈと接続しているＡＴＭアクセスノードである。
【０００３】
また、図１７において、１３は公衆ＡＴＭ網であり、１７４ａ～１７４ｄは、公衆ＡＴＭ
網１３におけるＡＴＭアクセスノード１２ａ～１２ｄを接続するＶＰ（Ｖｉｒｔｕａｌ　
Ｐａｔｈ；仮想パス）である。１７４ａはＡＴＭアクセスノード１２ａと１２ｂを接続し
、１７４ｂはＡＴＭアクセスノード１２ｂと１２ｃを、１７４ｃはＡＴＭアクセスノード
１２ｃと１２ｄを、１７４ｄはＡＴＭアクセスノード１２ｄと１２ａをそれぞれ接続して
いる。このように、複数のＡＴＭアクセスノード１２ａ～１２ｄが存在する場合、各ＡＴ
Ｍアクセスノード１２ａ～１２ｄ間をＶＰで接続しネットワークを構築している。
【０００４】
次に動作について説明する。
端末１０ａが端末１０ｃにデータ送信する場合に、端末１０ａは回線１１ａを用いてＡＴ
Ｍアクセスノード１２ａにデータを送信する。ＡＴＭアクセスノード１２ａは、ＶＰ１７
４ａ中の端末１０ａと端末１０ｃ間に設定されたＶＣを用いて、受信したデータをＡＴＭ
アクセスノード１２ｂに送信する。ＡＴＭアクセスノード１２ｂは、回線１１ｃを用いて
端末１０ｃに受信したデータを送信する。
【０００５】
また、端末１０ａが端末１０ｄにデータ送信する場合に、端末１０ａは回線１１ａを用い
て、ＡＴＭアクセスノード１２ａにデータを送信する。ＡＴＭアクセスノード１２ａは、
ＶＰ１７４ａ中の端末１０ａと端末１０ｄ間に設定された別のＶＣを用いて、受信したデ
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ータをＡＴＭアクセスノード１２ｂに送信する。ＡＴＭアクセスノード１２ｂは、回線１
１ｃを用いて端末１０ｄに受信したデータを送信する。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
従来のＡＴＭ通信システムにおけるネットワーク構成は以上のように構成されているので
、ＡＴＭアクセスノード１２ａ～１２ｄ間にＶＰ１７４ａ～１７４ｄを設定すれば通信は
実現できるが、ＶＰ１７４ａ～１７４ｄでの接続コストは、ＶＣに比べてはるかに高く、
コストパフォーマンスが極めて低いという課題があった。
【０００７】
この発明は上記のような課題を解決するためになされたもので、ＡＴＭ通信システムにお
けるネットワーク構成において、コストパフォーマンスの高いチャネル内多重交換方式を
得ることを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
この発明に係るチャネル内多重交換方式は、公衆ＡＴＭ網に接続されたＡＴＭアクセスノ
ードが端末からのデータを送信するＡＴＭ通信システムにおいて、上記ＡＴＭアクセスノ
ードが、上記端末のレイヤ３アドレスと上記端末が接続している上記ＡＴＭアクセスノー
ドとの対応表を備え、上記端末からのデータをＡＡＬ５のレイヤでカプセル化する際に、
上記ＡＡＬ５のＣＰＣＳ－ＰＤＵのデータフォーマットに上記レイヤ３アドレスを書き込
み、上記データを上記公衆ＡＴＭ網のＶＣに多重して送信するものである。
【０００９】
この発明に係るチャネル内多重交換方式は、公衆ＡＴＭ網に接続されたＡＴＭアクセスノ
ードが端末からのデータを送信するＡＴＭ通信システムにおいて、上記ＡＴＭアクセスノ
ードが、上記端末のレイヤ３アドレスと上記端末が接続している上記ＡＴＭアクセスノー
ドとの対応表を備え、上記端末からのデータをＡＴＭセル化する際に、上記ＡＴＭセルの
データフォーマットに上記レイヤ３アドレスを書き込み、上記データを上記公衆ＡＴＭ網
のＶＣに多重して送信するものである。
【００１０】
この発明に係るチャネル内多重交換方式は、ＡＴＭセルのデータフォーマットにおけるＡ
ＴＭセル情報フィールドにレイヤ３アドレスを書き込むものである。
【００１１】
この発明に係るチャネル内多重交換方式は、公衆ＡＴＭ網に接続されたＡＴＭアクセスノ
ードが端末からのデータを送信するＡＴＭ通信システムにおいて、上記ＡＴＭアクセスノ
ードが、上記端末のレイヤ３アドレスと上記端末が接続している上記ＡＴＭアクセスノー
ドとの対応表を備え、上記端末からのデータをＡＡＬ２のレイヤでショートセル化する際
に、上記ＡＡＬ２のデータフォーマットに上記レイヤ３アドレスを書き込み、上記データ
を上記公衆ＡＴＭ網のＶＣに多重して送信するものである。
【００１２】
この発明に係るチャネル内多重交換方式は、ＡＡＬ２のデータフォーマットにおけるデー
タ部に、レイヤ３アドレスを書き込むものである。
【００１３】
この発明に係るチャネル内多重交換方式は、公衆ＡＴＭ網に接続されたＡＴＭアクセスノ
ードが端末からのデータを送信するＡＴＭ通信システムにおいて、上記ＡＴＭアクセスノ
ードが、データの送付先の端末を指定するレイヤ１サブチャネルのＳＣＣＩを保有し、上
記端末からのデータをＡＡＬ５のレイヤでカプセル化する際に、上記ＡＡＬ５のＣＰＣＳ
－ＰＤＵのデータフォーマットに上記ＳＣＣＩを書き込み、上記データを上記公衆ＡＴＭ
網のＶＣに多重して送信するものである。
【００１４】
この発明に係るチャネル内多重交換方式は、公衆ＡＴＭ網に接続されたＡＴＭアクセスノ
ードが端末からのデータを送信するＡＴＭ通信システムにおいて、上記ＡＴＭアクセスノ
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ードが、データの送付先の端末を指定するレイヤ１サブチャネルのＳＣＣＩをシグナリン
グにより決定し、上記端末からのデータをＡＡＬ５のレイヤでカプセル化する際に、上記
ＡＡＬ５のＣＰＣＳ－ＰＤＵのフォーマットに上記ＳＣＣＩを書き込み、上記データを上
記公衆ＡＴＭ網のＶＣに多重して送信するものである。
【００１５】
この発明に係るチャネル内多重交換方式は、公衆ＡＴＭ網に接続されたＡＴＭアクセスノ
ードが端末からのデータを送信するＡＴＭ通信システムにおいて、上記ＡＴＭアクセスノ
ードが、データの送付先の端末を指定するレイヤ１サブチャネルのＳＣＣＩをシグナリン
グにより決定し、上記端末からのデータをＡＴＭセル化する際に、上記ＡＴＭセルのデー
タフォーマットに上記ＳＣＣＩを書き込み、上記データを上記公衆ＡＴＭ網のＶＣに多重
して送信するものである。
【００１６】
この発明に係るチャネル内多重交換方式は、ＡＴＭセルのデータフォーマットにおけるＡ
ＴＭセル情報フィールドに、ＳＣＣＩを書き込むものである。
【００１７】
この発明に係るチャネル内多重交換方式は、シグナリング用のＶＣとユーザデータ用のＶ
Ｃを使用した公衆ＡＴＭ網に接続されたＡＴＭアクセスノードが端末からのデータを送信
するＡＴＭ通信システムにおいて、上記ＡＴＭアクセスノードが、データの送付先の端末
を指定するレイヤ１サブチャネルのＳＣＣＩをシグナリングにより決定し、上記端末から
のデータをＡＡＬ２のレイヤでショートセル化する際に、上記ＡＡＬ２のデータフォーマ
ットに上記ＳＣＣＩを書き込み、上記データを上記公衆ＡＴＭ網のユーザデータ用のＶＣ
に多重して送信するものである。
【００１８】
この発明に係るチャネル内多重交換方式は、ＡＡＬ２のデータフォーマットにおけるデー
タ部に、ＳＣＣＩを書き込むものである。
【００１９】
この発明に係るチャネル内多重交換方式は、シグナリング用のＶＣとユーザデータ用のＶ
Ｃを使用した公衆ＡＴＭ網に接続されたＡＴＭアクセスノードが端末からのデータを送信
するＡＴＭ通信システムにおいて、上記ＡＴＭアクセスノードが、シグナリングデータを
ＡＡＬ５のレイヤでカプセル化する際に、上記ＡＡＬ５のデータフォーマットに、データ
の送付先の端末を指定するレイヤ１サブチャネルのＳＣＣＩを書き込み、上記シグナリン
グデータを上記公衆ＡＴＭ網のシグナリング用のＶＣに多重して送信することにより、デ
ータ用のコネクションを設定するものである。
【００２０】
この発明に係るチャネル内多重交換方式は、ＡＡＬ５のＣＰＣＳ－ＰＤＵのデータフォー
マットにおけるユーザデータ部に、ＳＣＣＩを書き込むものである。
【００２１】
この発明に係るチャネル内多重交換方式は、サービスクラスに対応した複数のＶＣを備え
る公衆ＡＴＭ網に接続されたＡＴＭアクセスノードが端末からのデータを送信するＡＴＭ
通信システムにおいて、上記ＡＴＭアクセスノードが、上記端末のレイヤ３アドレスと上
記端末が接続している上記ＡＴＭアクセスノードとの対応表を備え、上記端末からのデー
タをＡＡＬ５のレイヤでカプセル化する際に、上記ＡＡＬ５のＣＰＣＳ－ＰＤＵのデータ
フォーマットに上記レイヤ３アドレスを書き込み、上記各端末に割り当てられたサービス
クラスに対応して、上記データを上記公衆ＡＴＭ網のＶＣに多重して送信するものである
。
【００２２】
この発明に係るチャネル内多重交換方式は、サービスクラスに対応した複数のＶＣを備え
る公衆ＡＴＭ網に接続されたＡＴＭアクセスノードが端末からのデータを送信するＡＴＭ
通信システムにおいて、上記ＡＴＭアクセスノードが、上記端末のレイヤ３アドレスと上
記端末が接続している上記ＡＴＭアクセスノードとの対応表を備え、上記端末からのデー
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タをＡＡＬ５のレイヤでカプセル化する際に、上記ＡＡＬ５のＣＰＣＳ－ＰＤＵのデータ
フォーマットに上記レイヤ３アドレスを書き込み、上記データのＴＯＳに割り当てられた
サービスクラスに対応して、上記データを上記公衆ＡＴＭ網のＶＣに多重して送信するも
のである。
【００２３】
この発明に係るチャネル内多重交換方式は、ＡＡＬ５のレイヤのＣＰＣＳ－ＰＤＵのデー
タフォーマットにおけるユーザデータ部に、レイヤ３アドレスを書き込むものである。
【００２４】
この発明に係るチャネル内多重交換方式は、レイヤ３アドレスが、各ＡＴＭアクセスノー
ドを指定するノードＩＤと、各端末を指定する端末ＩＤにより構成されるものである。
【００２５】
この発明に係るチャネル内多重交換方式は、公衆ＡＴＭ網に接続されたＡＴＭアクセスノ
ードが端末からのデータを送信するＡＴＭ通信システムにおいて、上記ＡＴＭアクセスノ
ードが、上記データのセルの組立／分解を行うＣＬＡＤと、ＡＴＭセルヘッダ変換機能や
トラヒック制御機能を有するＡＴＭスイッチと、上記端末のレイヤ３アドレス、又はデー
タの送付先の端末を指定するレイヤ１サブチャネルのＳＣＣＩを付加してＶＣ多重を行う
ＶＣ多重分離部とを備えたものである。
【００２６】
この発明に係るチャネル内多重交換方式は、公衆ＦＲ網に接続されたＡＴＭアクセスノー
ドが、端末からのデータを上記公衆ＦＲ網のＤＬＣを使用して送信するＡＴＭ通信システ
ムにおいて、上記ＡＴＭアクセスノードが、上記データのセルの組立／分解を行うＣＬＡ
Ｄと、ＡＴＭセルヘッダ変換機能やトラヒック制御機能を有するＡＴＭスイッチと、上記
ＡＴＭのＶＰから上記ＦＲのＤＬＣＩを決定し、上記ＡＴＭのＶＣから上記ＦＲのＳＣＣ
Ｉを決定することにより、上記ＡＴＭと上記ＦＲのアドレス変換を行うＡＴＭ－ＦＲアド
レス変換部と、上記ＦＲのデータフォーマットに、上記ＡＴＭ－ＦＲアドレス変換部が決
定した上記ＤＬＣＩと上記ＳＣＣＩを書き込み、上記データを上記公衆ＦＲのＤＬＣに多
重して送信するＤＬＣ多重／分離部とを備えたものである。
【００２７】
この発明に係るチャネル内多重交換方式は、ＦＲのデータフォーマットにおけるアドレス
フィールドにＤＬＣＩを書き込み、情報フィールドにＳＣＣＩを書き込むものである。
【００２８】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施の一形態を説明する。
実施の形態１．
図１はこの発明の実施の形態１によるＡＴＭ通信システムにおけるネットワーク構成を示
す図であり、図において、１０ａ～１０ｆは端末、１１ａ～１１ｆは各端末１０ａ～１０
ｆの回線、１２ａ～１２ｃは各回線１１ａ～１１ｆを介して各端末１０ａ～１０ｆと接続
しているＡＴＭアクセスノードである。
【００２９】
また、図１において、１３は公衆ＡＴＭ網であり、１４ａは、公衆ＡＴＭ網１３における
ＡＴＭアクセスノード１２ａと１２ｂを、例えばＰＶＣ（Ｐｅｒｍａｎｅｎｔ　Ｖｉｒｔ
ｕａｌ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）方式にて接続するＶＣであり、１４ｂは、公衆ＡＴＭ網
１３におけるＡＴＭアクセスノード１２ｂと１２ｃを、例えばＰＶＣ方式にて接続するＶ
Ｃである。このＰＶＣ方式により、各ＡＴＭアクセスノード１２ａ～１２ｃ間は、データ
送信の有無にかかわらず、定常的にコネクションが設定されている。
【００３０】
図２は、実施の形態１による、端末１０ａ～１０ｆのレイヤ３アドレスである「ノードＩ
Ｄ＋端末ＩＤ」と、各端末１０ａ～１０ｆと接続しているＡＴＭアクセスノード１２ａ～
１２ｃとの対応表を示す図である。例えば、端末１０ａはノードＩＤとして「１」、端末
ＩＤとして「１」であるレイヤ３アドレスを持ち、ＡＴＭアクセスノード１２ａに接続し

10

20

30

40

50

(7) JP 3670169 B2 2005.7.13



ていることを示している。
【００３１】
図３は実施の形態１によるＡＡＬ５（ＡＴＭ　Ａｄａｐｔａｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ　Ｔｙ
ｐｅ　５）のレイヤのＣＰＣＳ－ＰＤＵ（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｐａｒｔ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎ
ｃｅ　Ｓｕｂｌａｙｅｒ－Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）のデータフォーマッ
トと新たに定義するレイヤ３アドレスフィールドを示す図である。図において、３０はユ
ーザデータが格納されるユーザデータ部、３１は最大４７バイトの可変長のＰＡＤ（Ｐａ
ｄｄｉｎｇ）フィールド、３２は１バイトのＵＵ（Ｕｓｅｒ　ｔｏ　Ｕｓｅｒ）フィール
ドで、ＡＡＬ５のＣＰＣＳユーザ間で透過的に伝送される。
【００３２】
また、図３において、３３は１バイトのＣＰＩ（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｐａｒｔ　Ｉｎｄｉｃａ
ｔｏｒ）フィールド、３４はユーザデータ長を示す長さ（Ｌｅｎｇｔｈ）フィールド、３
５は４バイトのＣＲＣ－３２フィールドであり、ＣＰＣＳ－ＰＤＵの中身全体に対して算
出されたＣＲＣ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋ）の値が入っている
。３６はユーザデータ部３０の先頭４バイトを使用した新たに定義するレイヤ３アドレス
フィールドである。
【００３３】
次に動作について説明する。
図１において、端末１０ａが端末１０ｅにデータを送信する場合に、端末１０ａは回線１
１ａを用いてＡＴＭアクセスノード１２ａにデータを送信する。データを受信したＡＴＭ
アクセスノード１２ａは、送信端末のスロット位置から相手ノードＩＤと相手端末ＩＤを
判断し、図２に示す対応表より、送信先端末がＡＴＭアクセスノード１２ｃに接続してい
る端末１０ｅであることを知る。
【００３４】
そして、ＡＴＭアクセスノード１２ａは、端末１０ａからのデータをＡＡＬ－５のレイヤ
でカプセル化する際に、図３のレイヤ３アドレスフィールド３６に、端末１０ｅの「ノー
ドＩＤ＋端末ＩＤ」を書き込み、データをＶＣ１４ａに多重してＡＴＭアクセスノード１
２ｂに送信する。
【００３５】
ＡＴＭアクセスノード１２ｂでは、受信したＣＰＣＳ－ＰＤＵのレイヤ３アドレスフィー
ルド３６を読み込み、図２に示す対応表から、送信先端末がＡＴＭアクセスノード１２ｃ
に接続している端末１０ｅであることを判断する。そして、ＡＴＭアクセスノード１２ｂ
は、データをＶＣ１４ｂに多重してＡＴＭアクセスノード１２ｃに送信する。
【００３６】
ＡＴＭアクセスノード１２ｃでは、受信したＣＰＣＳ－ＰＤＵのレイヤ３アドレスフィー
ルド３６を読み込み、送信先端末がＡＴＭアクセスノード１２ｃに接続されている端末１
０ｅであることを判断し、回線１１ｅを用いて端末１０ｅにデータを送信する。
【００３７】
同様に、図１の端末１０ｂが端末１０ｃにデータを送信する場合に、端末１０ｂは回線１
１ｂを用いてＡＴＭアクセスノード１２ａにデータを送信する。データを受信したＡＴＭ
アクセスノード１２ａは、送信端末のスロット位置から端末１０ｃの「ノードＩＤ＋端末
ＩＤ」を判断し、図２に示す対応表より、送信先端末がＡＴＭアクセスノード１２ｂに接
続している端末１０ｃであることを知る。
【００３８】
そして、ＡＴＭアクセスノード１２ａは、端末１０ｂからのデータをＡＡＬ－５のレイヤ
でカプセル化する際に、図３のレイヤ３アドレスフィールド３６に端末１０ｃの「ノード
ＩＤ＋端末ＩＤ」を書き込み、データをＶＣ１４ａに多重してＡＴＭアクセスノード１２
ｂに送信する。
【００３９】
ＡＴＭアクセスノード１２ｂでは、受信したＣＰＣＳ－ＰＤＵのレイヤ３アドレスフィー
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ルド３６を読み込み、送信先端末がＡＴＭアクセスノード１２ｂに接続されている端末１
０ｃであることを判断し、回線１１ｃを用いて端末１０ｃにデータを送信する。以上の処
理により、１つのＶＣの中に複数端末からのデータを多重しチャネル内多重交換を行う。
このように、この実施の形態は、レイヤ３アドレスにてデータの送信先を識別する、つま
りそれ以下のレイヤでは、コネクションを意識しないでデータを送信するコネクションレ
スサービスを実現するものである。
【００４０】
以上のように、この実施の形態１によれば、送信先のレイヤ３アドレスをＡＡＬ５のレイ
ヤのＣＰＣＳ－ＰＤＵ毎に付与することにより、ＶＣ１４ａ，１４ｂに複数端末１０ａ～
１０ｆからのデータを多重しても、送信先を識別してチャネル内多重交換を行うことがで
きるので、ＡＴＭ通信システムを構築する際に、ＶＣ１４ａ，１４ｂにより接続してネッ
トワークを構築することにより、ＡＴＭアクセスノード１２ａ～１２ｃ間をＶＰにて接続
した場合と比較して、ネットワークコストを大幅に削減することができるという効果が得
られる。
【００４１】
実施の形態２．
この実施の形態２によるＡＴＭ通信システムにおけるネットワーク構成は、実施の形態１
の図１に示すものと同一である。図４は実施の形態２によるＡＴＭセルのデータフォーマ
ットと新たに定義するレイヤ３アドレスフィールドを示す図である。図において、４０は
５バイトのＡＴＭセルヘッダであり、ＶＰＩ（Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｐａｔｈ　Ｉｄｅｎｔｉ
ｆｉｅｒ），ＶＣＩ（Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）フィー
ルド等を含んでいる。４１は４８バイトのＡＴＭセル情報フィールドであり、ユーザデー
タが格納される。４２はＡＴＭセル情報フィールド４１の先頭４バイトを使用したレイヤ
３アドレスフィールドである。
【００４２】
次に動作について説明する。
図１において、端末１０ａが端末１０ｅにデータを送信する場合に、端末１０ａは回線１
１ａを用いてＡＴＭアクセスノード１２ａにデータを送信する。データを受信したＡＴＭ
アクセスノード１２ａは、送信端末のスロット位置から相手ノードＩＤと相手端末ＩＤを
判断し、図２に示す対応表より、送信先端末がＡＴＭアクセスノード１２ｃに接続してい
る端末１０ｅであることを知る。
【００４３】
そして、ＡＴＭアクセスノード１２ａは、端末１０ａからのデータをＡＴＭセル化する際
に、図４のレイヤ３アドレスフィールド４２に、端末１０ｅの「ノードＩＤ＋端末ＩＤ」
を書き込み、データをＶＣ１４ａに多重してＡＴＭアクセスノード１２ｂに送信する。
【００４４】
ＡＴＭアクセスノード１２ｂでは、受信したセルのレイヤ３アドレスフィールド４２を読
み込み、図２に示す対応表から、送信先端末がＡＴＭアクセスノード１２ｃに接続してい
る端末１０ｅであることを判断する。そして、ＡＴＭアクセスノード１２ｂは、データを
ＶＣ１４ｂに多重してＡＴＭアクセスノード１２ｃに送信する。
【００４５】
ＡＴＭアクセスノード１２ｃでは、受信したセルのレイヤ３アドレスフィールド４２を読
み込み、送信先端末がＡＴＭアクセスノード１２ｃに接続されている端末１０ｅであるこ
とを判断し、回線１１ｅを用いて端末１０ｅにデータを送信する。
【００４６】
同様に、図１の端末１０ｂが端末１０ｃにデータを送信する場合についても、同じＶＣ１
４ａに多重してデータが送信される。以上の処理により、１つのＶＣの中に複数端末から
のデータを多重しチャネル内多重交換を行う。このように、この実施の形態は、レイヤ３
アドレスにてデータの送信先を識別する、つまりそれ以下のレイヤでは、コネクションを
意識しないでデータを送信するコネクションレスサービスを実現するものである。
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【００４７】
以上のように、この実施の形態２によれば、送信先のレイヤ３アドレスをＡＴＭセル毎に
付与することにより、ＶＣ１４ａ，１４ｂに複数端末１０ａ～１０ｆからのデータを多重
しても、送信先を識別してチャネル内多重交換を行うことができるので、ＡＴＭ通信シス
テムを構築する際に、ＶＣ１４ａ，１４ｂにて接続しネットワークを構築することにより
、ＡＴＭアクセスノード１２ａ～１２ｃ間をＶＰにて接続した場合と比較して、ネットワ
ークコストを大幅に削減することができるという効果が得られる。
【００４８】
実施の形態３．
この実施の形態３によるＡＴＭ通信システムにおけるネットワーク構成は、実施の形態１
の図１に示すものと同一である。図５は実施の形態３によるＡＡＬ２のデータフォーマッ
トと新たに定義するレイヤ３アドレスフィールドを示す図である。図において、４０は実
施の形態２の図４に示したものと同じ５バイトのＡＴＭセルヘッダであり、ＶＰＩ，ＶＣ
Ｉフィールド等を含んでいる。
【００４９】
また、図５において、５１は１バイトのＳＴＦ（Ｓｔａｒｔ　Ｆｉｅｌｄ）であり、ＯＳ
Ｆ（Ｏｆｆｓｅｔ　Ｆｉｅｌｄ）等を含んでいる。５２はショートセルを示し、３バイト
のＣＰＳ（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｐａｒｔ　Ｓｕｂｌａｙｅｒ）パケットヘッダ５３と、データ
部５４から構成される。また、５５はデータ部５４の先頭４バイトを使用したレイヤ３ア
ドレスフィールドである。
【００５０】
次に動作について説明する。
図１において、端末１０ａが端末１０ｅにデータを送信する場合に、端末１０ａは回線１
１ａを用いてＡＴＭアクセスノード１２ａにデータを送信する。データを受信したＡＴＭ
アクセスノード１２ａは、送信端末のスロット位置から相手ノードＩＤと相手ＩＤを判断
し、図２に示す対応表より、送信先端末がＡＴＭアクセスノード１２ｃに接続している端
末１０ｅであることを知る。
【００５１】
そして、ＡＴＭアクセスノード１２ａは、端末１０ａからのデータをＡＡＬ－２のレイヤ
でショートセル化を行う際に、図５のレイヤ３アドレスフィールド５５に端末１０ｅの「
ノードＩＤ＋端末ＩＤ」を書き込み、データをＶＣ１４ａに多重してＡＴＭアクセスノー
ド１２ｂに送信する。
【００５２】
ＡＴＭアクセスノード１２ｂでは、受信したショートセルのレイヤ３アドレスフィールド
５５を読み込み、図２に示す対応表から、送信先端末がＡＴＭアクセスノード１２ｃに接
続している端末１０ｅであることを判断する。そして、ＡＴＭアクセスノード１２ｂは、
データをＶＣ１４ｂに多重してＡＴＭアクセスノード１２ｃに送信する。
【００５３】
ＡＴＭアクセスノード１２ｃでは、受信したショートセルのレイヤ３アドレスフィールド
５５を読み込み、送信先端末がＡＴＭアクセスノード１２ｃに接続されている端末１０ｅ
であることを判断し、回線１１ｅを用いて端末１０ｅにデータを送信する。
【００５４】
同様に、図１の端末１０ｂが端末１０ｃにデータを送信する場合についても、同じＶＣ１
４ａに多重してデータが送信される。以上の処理により、１つのＶＣの中に複数端末から
のデータを多重しチャネル内多重交換を行う。このように、この実施の形態は、レイヤ３
アドレスにてデータの送信先を識別する、つまりそれ以下のレイヤでは、コネクションを
意識しないでデータを送信するコネクションレスサービスを実現するものである。
【００５５】
以上のように、この実施の形態３によれば、送信先のレイヤ３アドレスをＡＡＬ２のショ
ートセル毎に付与することにより、ＶＣ１４ａ，１４ｂに複数端末１０ａ～１０ｆからの
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データを多重しても、送信先を識別してチャネル内多重交換を行うことができるので、Ａ
ＴＭ通信システムを構築する際に、ＶＣ１４ａ，１４ｂにて接続しネットワークを構築す
ることにより、ＡＴＭアクセスノード１２ａ～１２ｃ間をＶＰにて接続した場合と比較し
て、ネットワークコストを大幅に削減することができるという効果が得られる。
【００５６】
実施の形態４．
この実施の形態４によるＡＴＭ通信システムにおけるネットワーク構成は、実施の形態１
の図１に示すものと同一である。図６は実施の形態４によるＡＡＬ５のＣＰＣＳ－ＰＤＵ
のデータフォーマットと新たに定義するレイヤ１サブチャネルフィールドを示す図である
。図において、６６はユーザデータ部３０の先頭４バイトを使用したレイヤ１サブチャネ
ルフィールドである。その他は、実施の形態１の図３に示すものと同一である。
【００５７】
次に動作について説明する。
図１において、端末１０ａが端末１０ｅにデータを送信する場合に、端末１０ａは回線１
１ａを用いてＡＴＭアクセスノード１２ａにデータを送信する。データを受信したＡＴＭ
アクセスノード１２ａは、ＡＡＬ５でカプセル化する際に、図６のレイヤ１サブチャネル
フィールド６６に、データの送付先の端末を指定する、送信先のレイヤ１サブチャネルで
あるＳＣＣＩ（Ｓｈｏｒｔ　Ｃｅｌｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ；ショー
トセルチャネル識別子）を書き込み、データをＶＣ１４ａに多重してＡＴＭアクセスノー
ド１２ｂに送信する。ここで、ＡＴＭアクセスノード１２ａは、ＳＣＣＩを保有している
ものとする。
【００５８】
ＡＴＭアクセスノード１２ｂは、受信時のＶＰＩ及びＶＣＩのみならず、受信したＣＰＣ
Ｓ－ＰＤＵのレイヤ１サブチャネルフィールド６６のＳＣＣＩを読み込み、データをＶＣ
１４ｂに多重してＡＴＭアクセスノード１２ｃに送信する。
【００５９】
ＡＴＭアクセスノード１２ｃでは、受信時のＶＰＩ及びＶＣＩのみならず、受信したＣＰ
ＣＳ－ＰＤＵのレイヤ１サブチャネルフィールド６６のＳＣＣＩを読み込み、回線１１ｅ
を用いて端末１０ｅにデータを送信する。
【００６０】
同様に、図１の端末１０ｂが端末１０ｃにデータを送信する場合についても、同じＶＣ１
４ａに多重してデータが送信される。以上の処理により、１つのＶＣの中に複数端末から
のデータを多重しチャネル内多重交換を行う。このように、この実施の形態は、レイヤ１
サブチャネルであるＳＣＣＩにてデータの送信先を識別する、つまりレイヤ１のコネクシ
ョンを意識してデータを送信するコネクションオリエンテッドサービスを実現するもので
ある。
【００６１】
以上のように、この実施の形態４によれば、送信先のレイヤ１サブチャネルであるＳＣＣ
Ｉを、ＣＰＣＳ－ＰＤＵ毎に付与することにより、ＶＣ１４ａ，１４ｂに複数端末１０ａ
～１０ｆからのデータを多重しても、送信先を識別してチャネル内多重交換を行うことが
できるので、ＡＴＭ通信システムを構築する際に、ＶＣ１４ａ，１４ｂにて接続しネット
ワークを構築することにより、ＡＴＭアクセスノード１２ａ～１２ｃ間をＶＰにて接続し
た場合と比較して、ネットワークコストを大幅に削減することができるという効果が得ら
れる。
【００６２】
実施の形態５．
この実施の形態５によるＡＴＭ通信システムにおけるネットワーク構成は、実施の形態１
の図１に示すものと同一である。この実施の形態は、送信先とのコネクションを設定する
ためのシグナリングを行って、コネクションが設定された後に、実施の形態４の図６に示
すＡＡＬ５のＣＰＣＳ－ＰＤＵのデータフォーマットを使用してデータを送信するもので

10

20

30

40

50

(11) JP 3670169 B2 2005.7.13



ある。
【００６３】
次に動作について説明する。
図１において、端末１０ａが端末１０ｅにデータを送信する場合に、ＡＴＭアクセスノー
ド１２ａは、シグナリングを用い、ＶＣ１４ａを介してＡＴＭアクセスノード１２ｂ、及
びＶＣ１４ｂを介してＡＴＭアクセスノード１２ｃまで、ＶＣ１４ａ，１４ｂ内にサブコ
ネクションを設定し、データ転送時のＳＣＣＩ（ショートセルチャネル識別子）を決定す
る。
【００６４】
そして、端末１０ａは回線１１ａを用いてＡＴＭアクセスノード１２ａにデータを送信し
、データを受信したＡＴＭアクセスノード１２ａは、ＡＡＬ５のレイヤでカプセル化する
際に、図６のレイヤ１サブチャネルフィールド６６に、上記のシグナリングを用いて得た
ＳＣＣＩを書き込み、ＶＣ１４ａ内のサブコネクションを用いることにより、データをＶ
Ｃ１４ａに多重してＡＴＭアクセスノード１２ｂに送信する。
【００６５】
ＡＴＭアクセスノード１２ｂでは、受信時のＶＰＩ及びＶＣＩのみならず、受信したＣＰ
ＣＳ－ＰＤＵのレイヤ１サブチャネルフィールド６６のＳＣＣＩを読み込んだ結果から、
ＶＣ１４ｂ内のサブコネクションを用いることにより、データをＶＣ１４ｂに多重してＡ
ＴＭアクセスノード１２ｃに送信する。
【００６６】
ＡＴＭアクセスノード１２ｃでは、受信時のＶＰＩ及びＶＣＩのみならず、受信したＣＰ
ＣＳ－ＰＤＵのレイヤ１サブチャネルフィールド６６のＳＣＣＩを読み込んだ結果から、
回線１１ｅを用いて端末１０ｅにデータを送信する。
【００６７】
同様に、図１の端末１０ｂが端末１０ｃにデータを送信する場合についても、ＶＣ１４ａ
内のサブコネクションを使用してデータが送信される。以上の処理により、１つのＶＣの
中に複数端末からのデータを多重しチャネル内多重交換を行う。このように、この実施の
形態は、レイヤ１サブチャネルであるＳＣＣＩにてデータの送信先を識別する、つまりレ
イヤ１のコネクションを意識してデータを送信するコネクションオリエンテッドサービス
を実現するものである。
【００６８】
以上のように、この実施の形態５によれば、シグナリングを用いて得た送信先のレイヤ１
サブチャネルであるＳＣＣＩを、ＣＰＣＳ－ＰＤＵ毎に付与することにより、ＶＣ１４ａ
，１４ｂに複数端末１０ａ～１０ｆからのデータを多重しても、送信先を識別してチャネ
ル内多重交換を行うことができるので、ＡＴＭ通信システムを構築する際に、ＶＣ１４ａ
，１４ｂにて接続しネットワークを構築することにより、ＡＴＭアクセスノード１２ａ～
１２ｃ間をＶＰにて接続した場合と比較して、ネットワークコストを大幅に削減すること
ができるという効果が得られる。
【００６９】
実施の形態６．
この実施の形態６によるＡＴＭ通信システムにおけるネットワーク構成は、実施の形態１
の図１に示すものと同一である。図７は実施の形態６によるＡＴＭセルのデータフォーマ
ットと新たに定義するレイヤ１サブチャネルフィールドを示す図であり、図において、７
２はＡＴＭセル情報フィールド４１の先頭４バイトを使用したレイヤ１サブチャネルフィ
ールドで、その他は実施の形態２の図４と同じである。
【００７０】
次に動作について説明する。
図１において、端末１０ａが端末１０ｅにデータを送信する場合に、ＡＴＭアクセスノー
ド１２ａは、シグナリングを行い、ＶＣ１４ａを介してＡＴＭアクセスノード１２ｂまで
、またＶＣ１４ｂを介してＡＴＭアクセスノード１２ｃまでのそれぞれのＶＣ１４ａ，１
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４ｂ内にサブコネクションを設定し、データ転送時のＳＣＣＩ（ショートセルチャネル識
別子）を決定する。
【００７１】
そして、端末１０ａは回線１１ａを用いてＡＴＭアクセスノード１２ａにデータを送信し
、データを受信したＡＴＭアクセスノード１２ａは、ＡＴＭセル化する際に、図７のレイ
ヤ１サブチャネルフィールド７２に、上記のシグナリングを行うことで得たＳＣＣＩを書
き込み、ＶＣ１４ａ内のサブコネクションを用いることにより、データをＶＣ１４ａに多
重してＡＴＭアクセスノード１２ｂに送信する。
【００７２】
ＡＴＭアクセスノード１２ｂでは、受信時のＶＰＩ及びＶＣＩのみならず、受信したＣＰ
ＣＳ－ＰＤＵのレイヤ１サブチャネルフィールド７２のＳＣＣＩを読み込んだ結果から、
ＶＣ１４ｂ内のサブコネクションを用いることにより、データをＶＣ１４ｂに多重してＡ
ＴＭアクセスノード１２ｃに送信する。
【００７３】
ＡＴＭアクセスノード１２ｃでは、受信時のＶＰＩ及びＶＣＩのみならず、受信したＣＰ
ＣＳ－ＰＤＵのレイヤ１サブチャネルフィールド７２のＳＣＣＩを読み込んだ結果から、
回線１１ｅを用いて端末１０ｅにデータを送信する。
【００７４】
同様に、図１の端末１０ｂが端末１０ｃにデータを送信する場合についても、同じＶＣ１
４ａに多重してデータが送信される。以上の処理により、１つのＶＣの中に複数端末から
のデータを多重しチャネル内多重交換を行う。このように、この実施の形態は、レイヤ１
サブチャネルであるＳＣＣＩにてデータの送信先を識別する、つまりレイヤ１のコネクシ
ョンを意識してデータを送信するコネクションオリエンテッドサービスを実現するもので
ある。
【００７５】
以上のように、この実施の形態６によれば、シグナリングを用いて得た送信先のレイヤ１
サブチャネルであるＳＣＣＩをＡＴＭセル毎に付与することにより、ＶＣ１４ａ，１４ｂ
に複数端末１０ａ～１０ｆからのデータを多重しても、送信先を識別してチャネル内多重
交換を行うことができるので、ＡＴＭ通信システムを構築する際に、ＶＣ１４ａ，１４ｂ
にて接続しネットワークを構築することにより、ＡＴＭアクセスノード２ａ～１２ｃ間を
ＶＰにて接続した場合と比較して、ネットワークコストを大幅に削減することができると
いう効果が得られる。
【００７６】
実施の形態７．
図８はこの発明の実施の形態７によるＡＴＭ通信システムにおけるネットワーク構成を示
す図であり、図において、８４ａはＡＴＭアクセスノード１２ａと１２ｂを例えばＰＶＣ
方式にて接続するシグナリング用のＶＣ，８４ｂはＡＴＭアクセスノード１２ｂと１２ｃ
を例えばＰＶＣ方式にて接続するシグナリング用のＶＣ，８４ｃはＡＴＭアクセスノード
１２ａと１２ｂを例えばＰＶＣ方式にて接続するユーザデータ用のＶＣ，８４ｄはＡＴＭ
アクセスノード１２ｂと１２ｃを例えばＰＶＣ方式にて接続するユーザデータ用のＶＣで
あり、その他は実施の形態１の図１と同一である。
【００７７】
図９は実施の形態７によるＡＡＬ２のデータフォーマットと新たに定義するレイヤ３アド
レスフィールドを示す図である。図において、９５はデータ部５４の先頭４バイトを使用
したレイヤ１サブチャネルフィールドであり、その他は実施の形態３の図５と同一である
。
【００７８】
次に動作について説明する。
図８において、端末１０ａが端末１０ｅにデータを送信する場合に、ＡＴＭアクセスノー
ド１２ａは、シグナリングを用い、ＶＣ８４ａを介してＡＴＭアクセスノード１２ｂ、及
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びＶＣ８４ｂを介してＡＴＭアクセスノード１２ｃまで、ＶＣ８４ｃ及びＶＣ８４ｄ内に
サブコネクションを設定し、データ転送時のＳＣＣＩ（ショートセルチャネル識別子）を
決定する。
【００７９】
そして、端末１０ａは、回線１１ａを用いてＡＴＭアクセスノード１２ａにデータを送信
し、データを受信したＡＴＭアクセスノード１２ａは、ＡＡＬ２のレイヤでショートセル
化を行う際に、図９のレイヤ１サブチャネルフィールド９５に、上記のシグナリングを用
いて得たＳＣＣＩを書き込み、ＶＣ８４ｃ内のサブコネクションを用いることにより、デ
ータをＶＣ８４ｃに多重してＡＴＭアクセスノード１２ｂに送信する。
【００８０】
ＡＴＭアクセスノード１２ｂでは、受信時のＶＰＩ及びＶＣＩのみならず、受信したショ
ートセルのレイヤ１サブチャネルフィールド９５のＳＣＣＩを読み込んだ結果から、ＶＣ
８４ｄ内のサブコネクションを用いることにより、データをＶＣ８４ｄに多重してＡＴＭ
アクセスノード１２ｃに送信する。
【００８１】
ＡＴＭアクセスノード１２ｃでは、受信時のＶＰＩ及びＶＣＩのみならず、受信したショ
ートセルのレイヤ１サブチャネルフィールド９５のＳＣＣＩを読み込んだ結果から、回線
１１ｅを用いて端末１０ｅにデータを送信する。
【００８２】
同様に、図８の端末１０ｂが端末１０ｃにデータを送信する場合についても、同じＶＣ１
４ａに多重してデータが送信される。以上の処理により、１つのＶＣの中に複数端末から
のデータを多重しチャネル内多重交換を行う。このように、この実施の形態は、レイヤ１
サブチャネルであるＳＣＣＩにてデータの送信先を識別する、つまりレイヤ１のコネクシ
ョンを意識してデータを送信するコネクションオリエンテッドサービスを実現するもので
ある。
【００８３】
以上のように、この実施の形態７によれば、シグナリング用のＶＣとユーザデータ用のＶ
Ｃが別々に存在する場合、シグナリングを用いて得た送信先のレイヤ１サブチャネルであ
るＳＣＣＩをＡＡＬ２のレイヤでショートセル毎に付与することにより、ＶＣ１４ａ，１
４ｂに複数端末１０ａ～１０ｆからのデータを多重しても、送信先を識別してチャネル内
多重交換を行うことができるので、ＡＴＭ通信システムを構築する際に、ＶＣ１４ａ，１
４ｂにて接続しネットワークを構築することにより、ＡＴＭアクセスノード１２ａ～１２
ｃ間をＶＰにて接続した場合と比較して、ネットワークコストを大幅に削減することがで
きるという効果が得られる。
【００８４】
実施の形態８．
この実施の形態８によるＡＴＭ通信システムにおけるネットワーク構成は、実施の形態７
の図８に示すものと同一である。この実施の形態は、図６に示すＡＡＬ５のＣＰＣＳ－Ｐ
ＤＵのデータフォーマットを使用して、シグナリングデータを送信するものである。
【００８５】
次に動作について説明する。
図８において、端末１０ａが端末１０ｅにデータを送信するために、ＡＴＭアクセスノー
ド１２ａは、シグナリングを用いてＶＣ８４ｃとＶＣ８４ｄを設定して、ＡＴＭアクセス
ノード１２ｃまでのデータ用コネクションを設定する。この場合、ＡＴＭアクセスノード
１２ａは、シグナリングデータを送信する際に、ＡＡＬ５のレイヤでカプセル化を行う。
【００８６】
ＡＴＭアクセスノード１２ａでは、このＡＡＬ５でのカプセル化を行う際に、図６のレイ
ヤ１サブチャネルフィールド６６にＳＣＣＩ（ショートセルチャネル識別子）を書き込み
、シグナリングデータをＶＣ８４ａに多重してＡＴＭアクセスノード１２ｂに送信する。
【００８７】
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シグナリングデータを受信したＡＴＭアクセスノード１２ｂは、ＡＴＭアクセスノード１
２ｃとのデータ用コネクションを設定するため、レイヤ１サブチャネルフィールド６６に
ＳＣＣＩを設定し、シグナリングデータをＶＣ８４ｂに多重してＡＴＭアクセスノード１
２ｃに送信する。
【００８８】
また、ＡＴＭアクセスノード１２ｃから１２ｂへのシグナリングデータ送信の際も、シグ
ナリングデータをＡＡＬ５のレイヤでカプセル化し、レイヤ１サブチャネルフィールド６
６にＳＣＣＩを書き込み、シグナリングデータをＶＣ８４ｂに多重してＡＴＭアクセスノ
ード１２ｂに送信する。
【００８９】
シグナリングデータを受信したＡＴＭアクセスノード１２ｂは、レイヤ１サブチャネルフ
ィールド６６のＳＣＣＩから、本シグナリングデータがＶＣ８４ｃとＶＣ８４ｄ内にサブ
コネクションを設定するためのものであることを判断する。ＡＴＭアクセスノード１２ｂ
は、レイヤ１サブチャネルフィールド６６にＳＣＣＩを設定し、シグナリングデータをＶ
Ｃ８４ａに多重してＡＴＭアクセスノード１２ａに送信する。
【００９０】
シグナリングデータを受信したＡＴＭアクセスノード１２ａは、レイヤ１サブチャネルフ
ィールド６６のＳＣＣＩから、本シグナリングデータがＶＣ８４ｃとＶＣ８４ｄ内にサブ
コネクションを設定するためのものであることを判断して、ＡＴＭアクセスノード１２ｃ
までのデータ用コネクションを設定することができる。このように、この実施の形態は、
レイヤ１サブチャネルであるＳＣＣＩにてデータの送信先を識別する、つまりレイヤ１の
コネクションを意識してデータを送信するコネクションオリエンテッドサービスを実現す
るものである。
【００９１】
以上のように、この実施の形態８によれば、シグナリング用のＶＣ８４ａ～８４ｂとユー
ザデータ用のＶＣ８４ｃ～８４ｄが別々に存在する場合に、シグナリングデータについて
、送付先のレイヤ１サブチャネルであるＳＣＣＩを、ＡＡＬ５のＣＰＣＳ－ＰＤＵ毎に付
与することにより、ＶＣ８４ａ，８４ｂに複数端末１０ａ～１０ｆからのシグナルデータ
を多重しても、送信先を識別してチャネル内多重交換を行うことができるので、ＡＴＭ通
信システムを構築する際に、ＶＣ８４ａ，８４ｂにて接続しネットワークを構築すること
により、ＡＴＭアクセスノード１２ａ～１２ｃ間をＶＰにて接続した場合と比較して、ネ
ットワークコストを大幅に削減することができるという効果が得られる。
【００９２】
実施の形態９．
図１０はこの発明の実施の形態９によるＡＴＭ通信システムにおけるネットワーク構成を
示す図であり、図において、１０４ａはＡＴＭアクセスノード１２ａと１２ｂをサービス
クラスＣＢＲ（Ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｂｉｔ　Ｒａｔｅ）にて接続するＣＢＲ用のＶＣ
，１０４ｂはＡＴＭアクセスノード１２ｂと１２ｃをサービスクラスＣＢＲにて接続する
ＣＢＲ用のＶＣである。
【００９３】
また、図１０において、１０４ｃはＡＴＭアクセスノード１２ａと１２ｂをサービスクラ
スＵＢＲ（Ｕｎｓｐｅｃｉｆｉｅｄ　Ｂｉｔ　Ｒａｔｅ）にて接続するＵＢＲ用のＶＣ，
１０４ｄはＡＴＭアクセスノード１２ｂと１２ｃをサービスクラスＵＢＲにて接続するＵ
ＢＲ用のＶＣであり、その他は実施の形態１の図１と同じである。このように、この実施
の形態では、ＱｏＳ（Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）毎のＶＣ１０４ａ～１０
４ｄを設定している。
【００９４】
図１１は、実施の形態９による、各端末１０ａ～１０ｆに割り当てられたサービスクラス
を示す図である。例えば、端末１０ａからのデータはサービスクラスＣＢＲにて送信する
ことを示し、端末１０ｂからのデータはサービスクラスＵＢＲにて送信することを示して
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いる。この実施の形態は、実施の形態１の図２に示す対応表と図３に示すＡＡＬ５のＣＰ
ＣＳ－ＰＤＵのフォーマットを使用してデータを送信するものである。
【００９５】
次に動作について説明する。
図１０において、端末１０ａが端末１０ｅにデータを送信する場合に、端末１０ａは回線
１１ａを用いてＡＴＭアクセスノード１２ａにデータを送信する。データを受信したＡＴ
Ｍアクセスノード１２ａは、送信端末のスロット位置から相手ノードＩＤと相手端末ＩＤ
を判断し、図２に示す対応表より、送信先端末がＡＴＭアクセスノード１２ｃに接続して
いる端末１０ｅであることを知る。
【００９６】
そして、ＡＴＭアクセスノード１２ａは、端末１０ａからの送信データをＡＡＬ－５でカ
プセル化する際に、図３のレイヤ３アドレスフィールド３６に、端末１０ｅの「ノードＩ
Ｄ＋端末ＩＤ」を書き込む。そして図１１により、端末１０ａから送られてきたデータは
、サービスクラスＣＢＲにて送信することとしているので、データをＶＣ１０４ａに多重
してＡＴＭアクセスノード１２ｂに送信する。
【００９７】
ＡＴＭアクセスノード１２ｂでは、受信したＣＰＣＳ－ＰＤＵのレイヤ３アドレスフィー
ルド３６を読み込み、図２に示す対応表より、送信先端末がＡＴＭアクセスノード１２ｃ
に接続している端末１０ｅであることを判断する。また、端末１０ａからのデータであり
、図１１により、データはサービスクラスＣＢＲで送信することとなり、ＡＴＭアクセス
ノード１２ｂは、データをＶＣ１０４ｂに多重してＡＴＭアクセスノード１２ｃに送信す
る。
【００９８】
ＡＴＭアクセスノード１２ｃでは、受信したＣＰＣＳ－ＰＤＵのレイヤ３アドレスフィー
ルド３６を読み込み、送信先端末がＡＴＭアクセスノード１２ｃに接続されている端末１
０ｅであることを判断し、回線１１ｅを用いて端末１０ｅにデータを送信する。
【００９９】
同様に、図１０において、端末１０ｂが端末１０ｃにデータを送信する場合、端末１０ｂ
は回線１１ｂを用いてＡＴＭアクセスノード１２ａにデータを送信する。データを受信し
たＡＴＭアクセスノード１２ａは、送信端末のスロット位置から端末１０ｃの相手ノード
ＩＤと相手端末ＩＤを判断し、図２に示す対応表より、送信先端末がＡＴＭアクセスノー
ド１２ｂに接続している端末１０ｃであることを知る。
【０１００】
そして、ＡＴＭアクセスノード１２ａは、端末１０ｂからのデータをＡＡＬ－５でカプセ
ル化する際に、図３のレイヤ３アドレスフィールド３６に端末１０ｃの「ノードＩＤ＋端
末ＩＤ」を書き込む。そして図１１により、端末１０ｂから送られてきたデータは、サー
ビスクラスＵＢＲで送信することとなっているので、ＶＣ１０４ｃに多重してＡＴＭアク
セスノード１２ｂに送信する。
【０１０１】
ＡＴＭアクセスノード１２ｂでは、受信したＣＰＣＳ－ＰＤＵのレイヤ３アドレスフィー
ルド３６を読み込み、送信先端末がＡＴＭアクセスノード１２ｂに接続されている端末１
０ｃであることを判断し、回線１１ｃを用いて端末１０ｃにデータを送信する。
【０１０２】
以上のように、この実施の形態９によれば、ＱｏＳ毎のＶＣ１０４ａ～１０４ｄを設定し
、ＱｏＳに応じたＶＣ１０４ａ～１０４ｄにデータを多重することにより、ＱｏＳを保証
したチャネル内多重交換を行うことができるという効果が得られる。
【０１０３】
実施の形態１０．
この実施の形態１０によるＡＴＭ通信システムにおけるネットワーク構成は、実施の形態
９の図１０に示すものと同一である。この実施の形態も、実施の形態１の図２に示す対応

10

20

30

40

50

(16) JP 3670169 B2 2005.7.13



表と図３に示すＡＡＬ５のＣＰＣＳ－ＰＤＵのデータフォーマットを使用してデータを送
信する。
【０１０４】
図１２は、ＩＰ（Ｉｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）ヘッダに定義されているＴＯＳ（
Ｔｙｐｅ　Ｏｆ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）フィールドの各値に割り当てられたサービスクラスを
示す図である。例えば、ＴＯＳフィールド値が０×１０のデータならば、サービスクラス
ＣＢＲのＶＣ１０４ａ，１０４ｂを用いて送信することを示し、ＴＯＳフィールド値が０
×０８のデータならば、サービスクラスＵＢＲのＶＣ１０４ｃ，１０４ｄを用いて送信す
ることを示している。
【０１０５】
次に動作について説明する。
図１０において、端末１０ａが端末１０ｅにデータを送信する場合に、端末１０ａは回線
１１ａを用いてＡＴＭアクセスノード１２ａにデータを送信する。データを受信したＡＴ
Ｍアクセスノード１２ａは、送信端末のスロット位置から相手ノードＩＤと相手端末ＩＤ
を判断し、図２に示す対応表より、送信先端末がＡＴＭアクセスノード１２ｃに接続して
いる端末１０ｅであることを知る。
【０１０６】
そして、ＡＴＭアクセスノード１２ａは、端末１０ａからのデータをＡＡＬ－５のレイヤ
でカプセル化する際に、図３のレイヤ３アドレスフィールド３６に端末１０ｅの「ノード
ＩＤ＋端末ＩＤ」を書き込む。そして、ＩＰヘッダのＴＯＳフィールド値を読み込み、Ｔ
ＯＳフィールド値が０×１０の場合、図１２により、データはサービスクラスＣＢＲで送
信するので、ＡＴＭアクセスノード１２ａは、データをＶＣ１０４ａに多重してＡＴＭア
クセスノード１２ｂに送信する。
【０１０７】
ＡＴＭアクセスノード１２ｂでは、受信したＣＰＣＳ－ＰＤＵのレイヤ３アドレスフィー
ルド３６を読み込み、図２に示す対応表より、送信先端末がＡＴＭアクセスノード１２ｃ
に接続している端末１０ｅであることを判断する。また、受信したＣＰＣＳ－ＰＤＵのＴ
ＯＳフィールド値を読み込み、図１２により、ＴＯＳフィールド値が０×１０の場合、デ
ータはサービスクラスＣＢＲで送信するので、ＡＴＭアクセスノード１２ｂは、データを
ＶＣ１０４ｂに多重してＡＴＭアクセスノード１２ｃに送信する。
【０１０８】
ＡＴＭアクセスノード１２ｃでは、受信したＣＰＣＳ－ＰＤＵのレイヤ３アドレスフィー
ルド３６を読み込み、送信先端末がＡＴＭアクセスノード１２ｃに接続されている端末１
０ｅであることを判断し、回線１１ｅを用いて端末１０ｅにデータを送信する。
【０１０９】
同様に、端末１０ａが端末１０ｅにデータを送信する場合において、ＴＯＳフィールド値
が０×０８の場合、図１２により、データはサービスクラスＵＢＲで送信するので、ＡＴ
Ｍアクセスノード１２ａは、データをＶＣ１０４ｃに多重してＡＴＭアクセスノード１２
ｂに送信する。
【０１１０】
ＡＴＭアクセスノード１２ｂでは、受信したＣＰＣＳ－ＰＤＵのレイヤ３アドレスフィー
ルド３６を読み込み、図２に示す対応表より、送信先端末がＡＴＭアクセスノード１２ｃ
に接続している端末１０ｅであることを判断する。また、受信したＣＰＣＳ－ＰＤＵのＴ
ＯＳフィールド値を読み込み、図１２により、データはサービスクラスＵＢＲで送信する
ので、ＡＴＭアクセスノード１２ｂは、データをＶＣ１０４ｄに多重してＡＴＭアクセス
ノード１２ｃに送信する。
【０１１１】
ＡＴＭアクセスノード１２ｃでは、受信したＣＰＣＳ－ＰＤＵのレイヤ３アドレスフィー
ルド３６を読み込み、送信先端末がＡＴＭアクセスノード１２ｃに接続されている端末１
０ｅであることを判断し、回線１１ｅを用いて端末１０ｅにデータを送信する。
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【０１１２】
以上のように、この実施の形態１０によれば、ＱｏＳ毎のＶＣ１０４ａ～１０４ｄを設定
し、ＱｏＳの判断をＴＯＳフィールドにより動的に行い、ＱｏＳに応じたＶＣ１０４ａ～
１０４ｄにデータを多重することにより、ＱｏＳを保証したチャネル内多重交換を行うこ
とができるという効果が得られる。
【０１１３】
実施の形態１１．
図１３は、この発明の実施の形態１１によるＡＴＭアクセスノードの構成を示すブロック
図である。図のＡＴＭアクセスノード１２ａにおいて、１３５はセルの組立／分解を行う
ＣＬＡＤ（Ｃｅｌｌ　Ａｓｓｅｍｂｌｙ　ａｎｄ　Ｄｉｓａｓｓｅｍｂｌｙ）で、１３６
はＡＴＭセルヘッダ変換機能やトラヒック制御機能を持つＡＴＭスイッチで、１３７はレ
イヤ３アドレスやＳＣＣＩ（ショートセルチャネル識別子）を付加しＶＣ多重を行うＶＣ
多重／分離部である。その他は実施の形態１の図１に示すものと同一である。
【０１１４】
図１４は、ＡＴＭアクセスノード１２ａにおける、端末とＶＰＩ／ＶＣＩ、ＶＰＩ／ＶＣ
Ｉ／ＳＣＣＩのマッピングを示す図である。例えば、端末１０ａから送信されたデータは
、ＶＰＩ／ＶＣＩとして「１／１」の値がＣＬＡＤ１３５にて付与され、更にＶＣ多重／
分離部１３７においては、上記データはＶＰＩ／ＶＣＩ／ＳＣＣＩとして「１０／１０／
１」が付与されることを示している。このことから、ＶＣ１４ａのＶＰＩ／ＶＣＩは「１
０／１０」となる。
【０１１５】
次に動作について説明する。
図１３において、端末１０ａがデータを送信する場合に、端末１０ａは回線１１ａを用い
てＡＴＭアクセスノード１２ａに送信する。データを受信したＡＴＭアクセスノード１２
ａでは、ＣＬＡＤ１３５によりデータがセル化される。
【０１１６】
この時、ＡＴＭセルヘッダにおけるＶＰＩ／ＶＣＩは、図１４により「１／１」が用いら
れる。セル化されたデータは、ＡＴＭスイッチ１３６が一般的に行うＱｏＳを保証しつつ
、ＶＣ多重／分離部１３７に送られる。但し、このＶＣ多重／分離部１３７にデータが送
られるまでは、当該特許のチャネル内多重交換は意識せず、通常のＡＴＭスイッチ１３６
のＶＣスイッチング機能によって、データがＶＣ多重／分離部１３７まで送られる。
【０１１７】
ＶＣ多重／分離部１３７では、図１４示すＶＣ多重／分離部１におけるＶＰＩ／ＶＣＩ／
ＳＣＣＩが１０／１０／１であるので、ＡＴＭセルヘッダ部のＶＰＩ／ＶＣＩを「１０／
１０」にセットし、さらに、ＳＣＣＩ「１」をレイヤ１サブチャネルフィールドへセット
する。そして、データをＶＣ１４ａに多重して送信することにより、チャネル内多重交換
を行う。
【０１１８】
以上のように、この実施の形態１１によれば、ＡＴＭアクセスノード１２ａにおいて、既
存のＡＴＭスイッチ１３６と公衆ＡＴＭ網１３の間に、ＶＣ多重／分離部１３７を設けて
チャネル内多重を行うことにより、既存のＡＴＭスイッチ１３６のＱｏＳ保証機能を利用
することができ、容易に、安価に、ＱｏＳ保証を実現することができるという効果が得ら
れる。
【０１１９】
実施の形態１２．
図１５は、この発明の実施の形態１２によるＡＴＭアクセスノードの構成を示すブロック
図である。図において、１５３は公衆ＦＲ（Ｆｒａｍｅ　Ｒｅｌａｙ）網、１５４ａは公
衆ＦＲ網１５３におけるＤＬＣ（Ｄａｔａ　Ｌｉｎｋ　Ｃｈａｎｎｅｌ）である。なお、
ＦＲは高速伝送を実現するために伝送誤り時の再送制御を割愛し、データリンク層レベル
でのデータ多重化を実現する多重交換方式である。
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【０１２０】
また、図１５のＡＴＭアクセスノード１２ａにおいて、１５７は、ＡＴＭとＦＲの相互接
続機能やＤＬＣ１５４ａの多重／分離を行うＤＬＣ多重／分離部であり、１５８はＡＴＭ
とＦＲのアドレス変換を行うＡＴＭ－ＦＲアドレス変換部である。また、ＣＬＡＤ１３５
，ＡＴＭスイッチ１３６は、実施の形態１１の図１３と同一である。ＡＴＭアクセスノー
ド１２ａは、公衆ＦＲ網１５３におけるＤＬＣ１５４ａに接続されている。さらに、端末
１０ａ～１０ｂ，回線１１ａ～１１ｂは、実施の形態１の図１と同一である。
【０１２１】
図１６は実施の形態１２によるＦＲのデータフォーマットと新たに定義するレイヤ１サブ
チャネルフィールドを示す図である。図において、１６０は１バイト開始フラグであり、
１６１はＤＬＣＩ（Ｄａｔａ　Ｌｉｎｋ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）等を
含む２バイトのアドレスフィールドである。１６２は最大４０９６バイトの情報フィール
ド、１６３は２バイトのフレームチェックシーケンスフィールド、１６４は１バイトの終
了フラグである。また、１６５は、情報フィールド１６２の先頭４バイトを使用したレイ
ヤ１サブチャネルフィールドである。
【０１２２】
次に動作について説明する。
図１５において、端末１０ａが図示されていない端末１０ｅにデータを送信する場合に、
端末１０ａは回線１１ａを用いてＡＴＭアクセスノード１２ａにデータを送信する。デー
タを受信したＡＴＭアクセスノード１２ａでは、ＣＬＡＤ１３５によりデータがセル化さ
れる。セル化されたデータは、ＡＴＭスイッチ１３６を経由して、ＤＬＣ多重／分離部１
５７に送られる。
【０１２３】
ＤＬＣ多重／分離部１５７では、Ｆｒａｍｅ　Ｒｅｌａｙ　ＦｏｒｕｍのＦＲＦ．８に従
って、ＡＴＭとＦＲのフォーマット変換を行う。また、この時、ＡＴＭ－ＦＲアドレス変
換部１５８では、ＶＰからＤＬＣを決定し、ＶＣからＳＣＣＩを決定することにより、Ａ
ＴＭとＦＲのアドレス変換を行う。ＤＬＣ多重／分離部１５７では、上記のＤＬＣの値を
、図１６に示すアドレスフィールド１６１内に記述し、また、上記ＳＣＣＩを、同様にレ
イヤ１サブチャネルフィールド１６５内に記述して、データを公衆ＦＲ網１５３のＤＬＣ
１５４ａに多重して送信することにより、チャネル内多重交換を行う。
【０１２４】
以上のように、この実施の形態１２によれば、ＡＴＭアクセスノード１２ａにおいて、既
存のＡＴＭスイッチ１３６と公衆ＦＲ網１５３の間に、ＤＬＣ多重／分離部１５７とＡＴ
Ｍ－ＦＲアドレス変換部１５８を設けてチャネル内多重を行うことにより、ＡＴＭスイッ
チのＶＣスイッチング機構を利用して、容易に、安価に公衆ＦＲ網１５３におけるＤＬＣ
多重を行うことができるという効果が得られる。
【０１２５】
【発明の効果】
以上のように、この発明によれば、ＡＴＭアクセスノードが、端末のレイヤ３アドレスと
端末が接続しているＡＴＭアクセスノードとの対応表を備え、端末からのデータをＡＡＬ
５のレイヤでカプセル化する際に、ＡＡＬ５のＣＰＣＳ－ＰＤＵのデータフォーマットに
レイヤ３アドレスを書き込み、データを公衆ＡＴＭ網のＶＣに多重して送信することによ
り、ＶＣにてネットワークを構築することができ、ネットワークコストを大幅に削減する
ことができるという効果がある。
【０１２６】
この発明によれば、ＡＴＭアクセスノードが、端末のレイヤ３アドレスと端末が接続して
いるＡＴＭアクセスノードとの対応表を備え、端末からのデータをＡＴＭセル化する際に
、ＡＴＭセルのデータフォーマットにレイヤ３アドレスを書き込み、データを公衆ＡＴＭ
網のＶＣに多重して送信することにより、ＶＣにてネットワークを構築することができ、
ネットワークコストを大幅に削減することができるという効果がある。
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【０１２７】
この発明によれば、ＡＴＭアクセスノードが、端末のレイヤ３アドレスと端末が接続して
いるＡＴＭアクセスノードとの対応表を備え、端末からのデータをＡＡＬ２のレイヤでシ
ョートセル化する際に、ＡＡＬ２のデータフォーマットにレイヤ３アドレスを書き込み、
データを公衆ＡＴＭ網のＶＣに多重して送信することにより、ＶＣにてネットワークを構
築することができ、ネットワークコストを大幅に削減することができるという効果がある
。
【０１２８】
この発明によれば、ＡＴＭアクセスノードが、データの送付先の端末を指定するレイヤ１
サブチャネルのＳＣＣＩを保有し、端末からのデータをＡＡＬ５のレイヤでカプセル化す
る際に、ＡＡＬ５のＣＰＣＳ－ＰＤＵのデータフォーマットにＳＣＣＩを書き込み、デー
タを公衆ＡＴＭ網のＶＣに多重して送信することにより、ＶＣにてネットワークを構築す
ることができ、ネットワークコストを大幅に削減することができるという効果がある。
【０１２９】
この発明によれば、ＡＴＭアクセスノードが、データの送付先の端末を指定するレイヤ１
サブチャネルのＳＣＣＩをシグナリングにより決定し、端末からのデータをＡＡＬ５のレ
イヤでカプセル化する際に、ＡＡＬ５のＣＰＣＳ－ＰＤＵのフォーマットにＳＣＣＩを書
き込み、データを公衆ＡＴＭ網のＶＣに多重して送信することにより、ＶＣにてネットワ
ークを構築することができ、ネットワークコストを大幅に削減することができるという効
果がある。
【０１３０】
この発明によれば、ＡＴＭアクセスノードが、データの送付先の端末を指定するレイヤ１
サブチャネルのＳＣＣＩをシグナリングにより決定し、端末からのデータをＡＴＭセル化
する際に、ＡＴＭセルのデータフォーマットにＳＣＣＩを書き込み、データを公衆ＡＴＭ
網のＶＣに多重して送信することにより、ＶＣにてネットワークを構築することができ、
ネットワークコストを大幅に削減することができるという効果がある。
【０１３１】
この発明によれば、シグナリング用のＶＣとユーザデータ用のＶＣを使用した公衆ＡＴＭ
網においても、ＡＴＭアクセスノードが、データの送付先の端末を指定するレイヤ１サブ
チャネルのＳＣＣＩをシグナリングにより決定し、端末からのデータをＡＡＬ２のレイヤ
でショートセル化する際に、ＡＡＬ２のデータフォーマットにＳＣＣＩを書き込み、デー
タを公衆ＡＴＭ網のユーザデータ用のＶＣに多重して送信することにより、ＶＣにてネッ
トワークを構築することができ、ネットワークコストを大幅に削減することができるとい
う効果がある。
【０１３２】
この発明によれば、シグナリング用のＶＣとユーザデータ用のＶＣを使用した公衆ＡＴＭ
網においても、ＡＴＭアクセスノードが、シグナリングデータをＡＡＬ５のレイヤでカプ
セル化する際に、ＡＡＬ５のデータフォーマットに、データの送付先の端末を指定するレ
イヤ１サブチャネルのＳＣＣＩを書き込み、シグナリングデータを公衆ＡＴＭ網のシグナ
リング用のＶＣに多重して送信することで、データ用のコネクションを設定することによ
り、ＶＣにてネットワークを構築することができ、ネットワークコストを大幅に削減する
ことができるという効果がある。
【０１３３】
この発明によれば、サービスクラスに対応した複数のＶＣを備える公衆ＡＴＭ網において
も、ＡＴＭアクセスノードが、端末のレイヤ３アドレスと端末が接続しているＡＴＭアク
セスノードとの対応表を備え、端末からのデータをＡＡＬ５のレイヤでカプセル化する際
に、ＡＡＬ５のＣＰＣＳ－ＰＤＵのデータフォーマットにレイヤ３アドレスを書き込み、
各端末に割り当てられたサービスクラスに対応して、データを公衆ＡＴＭ網のＶＣに多重
して送信することにより、ＶＣにてネットワークを構築することができ、ネットワークコ
ストを大幅に削減することができるという効果がある。
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【０１３４】
この発明によれば、サービスクラスに対応した複数のＶＣを備える公衆ＡＴＭ網において
も、ＡＴＭアクセスノードが、端末のレイヤ３アドレスと端末が接続しているＡＴＭアク
セスノードとの対応表を備え、端末からのデータをＡＡＬ５のレイヤでカプセル化する際
に、ＡＡＬ５のＣＰＣＳ－ＰＤＵのデータフォーマットにレイヤ３アドレスを書き込み、
データのＴＯＳに割り当てられたサービスクラスに対応して、データを公衆ＡＴＭ網のＶ
Ｃに多重して送信することにより、ＶＣにてネットワークを構築することができ、ネット
ワークコストを大幅に削減することができるという効果がある。
【０１３５】
この発明によれば、ＡＴＭアクセスノードが、データのセルの組立／分解を行うＣＬＡＤ
と、ＡＴＭセルヘッダ変換機能やトラヒック制御機能を有するＡＴＭスイッチと、端末の
レイヤ３アドレス、又はデータの送付先の端末を指定するレイヤ１サブチャネルのＳＣＣ
Ｉを付加してＶＣ多重を行うＶＣ多重分離部とを備えたことにより、既存のＡＴＭスイッ
チのＱｏＳ保証機能を利用することができ、容易に、安価に、ＱｏＳ保証を実現すること
ができるという効果がある。
【０１３６】
この発明によれば、公衆ＦＲ網においても、ＡＴＭアクセスノードが、データのセルの組
立／分解を行うＣＬＡＤと、ＡＴＭセルヘッダ変換機能やトラヒック制御機能を有するＡ
ＴＭスイッチと、ＡＴＭのＶＰからＦＲのＤＬＣＩを決定し、ＡＴＭのＶＣからＦＲのＳ
ＣＣＩを決定することにより、ＡＴＭとＦＲのアドレス変換を行うＡＴＭ－ＦＲアドレス
変換部と、ＦＲのデータフォーマットに、ＡＴＭ－ＦＲアドレス変換部が決定したＤＬＣ
ＩとＳＣＣＩを書き込み、データを公衆ＦＲのＤＬＣに多重して送信するＤＬＣ多重／分
離部とを備えたことにより、ＡＴＭスイッチのＶＣスイッチング機構を利用して、容易に
、安価に公衆ＦＲ網におけるＤＬＣ多重を行うことができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】　この発明の実施の形態１によるＡＴＭ通信システムのネットワーク構成を示す
図である。
【図２】　この発明の実施の形態１による端末のレイヤ３アドレスとＡＴＭアクセスノー
ドとの対応表を示す図である。
【図３】　この発明の実施の形態１によるＡＡＬ５のＣＰＣＳ－ＰＤＵのデータフォーマ
ットとレイヤ３アドレスフィールドを示す図である。
【図４】　この発明の実施の形態２によるＡＴＭセルのデータフォーマットとレイヤ３ア
ドレスフィールドを示す図である。
【図５】　この発明の実施の形態３によるＡＡＬ２のデータフォーマットとレイヤ３アド
レスフィールドを示す図である。
【図６】　この発明の実施の形態４によるＡＡＬ５のＣＰＣＳ－ＰＤＵのデータフォーマ
ットとレイヤ１サブチャネルフィールドを示す図である。
【図７】　この発明の実施の形態６によるＡＴＭセルのデータフォーマットとレイヤ１サ
ブチャネルフィールドを示す図である。
【図８】　この発明の実施の形態７によるＡＴＭ通信システムのネットワーク構成を示す
図である。
【図９】　この発明の実施の形態７によるＡＡＬ２のデータフォーマットとレイヤ１サブ
チャネルフィールドを示す図である。
【図１０】　この発明の実施の形態９によるＡＴＭ通信システムのネットワーク構成を示
す図である。
【図１１】　この発明の実施の形態９による各端末に割り当てられたサービスクラスを示
す図である。
【図１２】　この発明の実施の形態１０による各ＴＯＳに割り当てられたサービスクラス
を示す図である。
【図１３】　この発明の実施の形態１１によるＡＴＭアクセスノードの構成示すブロック
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図である。
【図１４】　この発明の実施の形態１１による端末とＶＰＩ／ＶＣＩ，ＶＰＩ／ＶＣＩ／
ＳＣＣＩのマッピングを示す図である。
【図１５】　この発明の実施の形態１２によるＡＴＭアクセスノードの構成示すブロック
図である。
【図１６】　この発明の実施の形態１２によるフレームリレーのデータフォーマットとレ
イヤ１サブチャネルフィールドを示す図である。
【図１７】　従来のＡＴＭ通信システムのネットワーク構成を示す図である。
【符号の説明】
１０ａ～１０ｆ　端末、１２ａ～１２ｃ　ＡＴＭアクセスノード、１３　公衆ＡＴＭ網、
１４ａ，１４ｂ　ＶＣ，３０　ユーザデータ部、４１　ＡＴＭセル情報フィールド、５４
　データ部、８４ａ，８４ｂ　シグナリング用のＶＣ，８４ｃ，８４ｄ　ユーザデータ用
ＶＣ，１３５　ＣＬＡＤ，１３６　ＡＴＭスイッチ、１３７　ＶＣ多重／分離部、１５３
　公衆ＦＲ網、１５４　ＤＬＣ，１５７　ＤＬＣ多重／分離部、１５８　ＡＴＭ－ＦＲア
ドレス変換部、１６１　アドレスフィールド、１６２　情報フィールド。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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